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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる日日英英語語のの言言語語事事象象にに関関すするる認認知知言言語語学学的的研研究究  

 

氏氏名名：：      森森  貞貞  ／／  MMOORRII  SSaaddaasshhii  EE--mmaaiill：：  mmoorrii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本英英語語学学会会，，日日本本言言語語学学会会，，日日本本英英語語表表現現学学会会，，日日本本認認知知言言語語

学学会会，，日日本本語語用用論論学学会会，，大大阪阪大大学学英英文文学学会会，，金金沢沢大大学学英英文文学学会会  

キキーーワワーードド：：  容容認認性性判判断断、、英英語語、、日日本本語語、、文文法法、、語語法法、、認認知知言言語語学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英文文作作成成ににつついいててのの講講演演  

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英会会話話力力養養成成ににつついいててのの講講演演  

・・日日英英語語のの語語法法・・文文法法ににつついいててのの講講演演  

 
研研究究内内容容：：    

【【研研究究のの概概要要】】  

文文法法ににはは、、大大別別ししてて、、規規範範文文法法（（学学校校文文法法））とと記記述述文文法法ががああるる。。ままたた、、近近年年のの認認知知言言語語学学的的アアププロローーチチにによよるる言言語語

研研究究のの隆隆盛盛にによよりり、、rruullee--bbaasseedd かからら  uussaaggee--bbaasseedd（（ここれれ自自体体はは目目新新ししいいももののででははなないいがが））へへのの言言語語観観（（言言語語にに対対すす

るるアアププロローーチチ））へへのの転転換換にに基基づづくく言言語語事事象象のの研研究究がが行行わわれれるるよよううににななっっててききてていいるる。。ここれれにに連連動動ししてて、、（（任任意意のの））言言

語語事事象象にに対対すするる容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる可可能能性性はは十十分分ににああるるとといいううここととがが当当然然のの帰帰結結ととししてて捉捉ええらられれるるよようう

ににななっっててききてていいるる。。  

本本研研究究でではは、、ここのの「「揺揺れれ」」がが生生じじるる認認知知的的要要因因をを具具体体的的なな言言語語事事象象にに関関すするる容容認認性性判判断断のの言言語語感感覚覚調調査査（（イインン

タターーネネッットトににおおけけるる言言語語フフォォーーララムムででのの問問いいかかけけをを含含むむ））ややイインンタターーネネッットト上上にに公公開開さされれてていいるる大大規規模模ココーーパパスス（（デデ

ーータタベベーースス））等等のの KKWWIICC 検検索索（（音音声声解解析析をを含含むむ））をを通通ししてて明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととすするる。。  

  

【【研研究究のの核核心心】】  

従従来来のの言言語語研研究究ににおおいいててはは、、言言語語研研究究者者のの内内省省（（容容認認性性判判断断））にに基基づづきき、、非非文文ととそそううででなないい文文のの観観察察をを通通ししてて、、任任

意意のの言言語語事事象象のの生生成成にに関関わわるるルルーールル（（規規則則））のの同同定定がが行行わわれれてていいたたがが、、同同一一のの言言語語事事象象にに対対ししてて、、母母語語話話者者のの

言言語語学学者者間間ににおおいいててささええ容容認認性性判判断断にに大大ききなな差差異異（（容容認認可可能能とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするる一一方方でで容容認認不不可可能能

とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするるこことと））がが認認めめらられれるる先先行行研研究究がが存存在在すするるここととやや、、近近年年のの大大規規模模デデーータタベベーーススをを用用

いいたた言言語語研研究究（（ココーーパパスス言言語語学学））のの隆隆盛盛にによよりり、、任任意意のの言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが存存在在すするるここととがが明明ららかか

ににななっってていいるる。。  

  ししたたががっってて、、ここのの容容認認性性判判断断のの「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる要要因因をを明明ららかかににすするるここととがが、、言言語語事事実実のの解解明明ににはは不不可可欠欠

でであありり、、「「（（任任意意のの））言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる（（認認知知的的なな））要要因因はは何何ででああるるかか？？」」とといいうう問問いい

にに答答ええるるここととがが本本研研究究のの核核心心ででああるる。。  

  

【【研研究究対対象象ととななるる具具体体的的なな言言語語事事象象】】  

日日本本語語  

・・疑疑問問詞詞とと「「かかどどううかか」」のの共共起起  

・・いいわわゆゆるる NNRR 述述語語（（ee..gg..  「「思思うう」」））をを主主節節述述語語ととすするる従従属属節節中中のの強強 NNPPII（（ee..gg..  「「だだれれもも」」「「ししかか」」「「ままでで」」eettcc..  ））のの認認可可  

・・「「ななぜぜ」」をを含含むむ多多重重疑疑問問詞詞疑疑問問文文  

・・複複合合動動詞詞((VV11++VV22))のの受受身身形形（（二二重重受受けけ身身表表現現をを含含むむ））とと英英語語のの相相当当表表現現  

英英語語  

・・II  ddoonn’’tt  {{tthhiinnkk  //  bbeelliieevvee  //  kknnooww  tthhaatt}}  ￢￢pp..    [[ffuunnccttiioonn::  wweeaakk  aasssseerrttiioonn  ooff  ￢￢pp]]  

・・SS  kknnooww  wwhheetthheerr  PP  

・・‘‘aass  ooppppoosseedd  ttoo’’  のの等等位位接接続続詞詞的的用用法法  
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